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エンジニアリング・プロセスの自動化・統合化・
最適化システム　「iSIGHT-FD 2.0」

1. はじめに
　製品ライフサイクル全体にわたるエ
ンジニアリング・プロセスの改革が求
められている産業界．今やその最適化
への取り組みは，製品レベルはもとよ
り，企業間の垣根を越え協調的に問題
を解決する「全体最適化」へとその発
展が急がれてる．このような研究・開
発・設計・生産過程におけるニーズに
応えるのが，エンジニアス・ジャパン

（株）提供する最新のエンジニアリン
グ・プロセスの自動化・統合化・最適
化 シ ス テ ム iSIGHT–FD2.0（ 以 下
iSIGHT–FD）である．「iSIGHT-FD」
は“ソフトウェア・ロボット”と呼ば
れるコンセンプトに基づき，人的ミス
の削減と効率化を図るだけでなく，エ
ンジニアリング・プロセスにおける期

間短縮，コスト削減，品質向上を追求
している（図 1）．
2. 業界をリードする先進のシス

テム
　「iSIGHT-FD」は，現在，その製品
は世界 300 社を超えるリーディングカ
ンパニーに導入されている．国内では，
日本法人エンジニアス・ジャパン（株）
がコンサルティングからトレーニング，
技術支援まで広範囲にサポートしてい
る．
3. 設計・開発の課題を解決
　3.1　設計検討時に行うシミュレー

ションの繰り返し作業を自動化
　入力ファイルの生成や出力ファイル
の結果確認など，解析中に発生する繰
り返し作業をワークフローとして構築
することで，作業手順にしたがって自
動実行することが可能になる．図 2 が
そのワークフローの例である．自動化
を高度な専門知識なくスムーズにワー
クフローを構築することができるよ
う，「iSIGHT-FD」では，ソルバとの
インタフェースをコンポーネント化し
標準装備している．ワークフローは，
これらコンポーネントを GUI 上で
Windows ライクな操作でドラッグ＆
ドロップして作成する（図 2）．
　3.2　よりよい設計案を探索
　解析プロセスを自動化する最大のメ
リットは，サンプリング手法や最適化手
法を利用して設計に必要なデータを自
動的に収集・分析，意思決定の重要な
情報として使えることである．最適化
の利用目的としては下記のものがある．
　①感度解析，解空間の把握，設計変
数の絞込み，②局所・大域最適解の自
動探索，③実験・ターゲットへのモデ
ル同定，④多目的最適化・トレードオ
フ検討，⑤ロバスト設計，⑥複合領域
最適化
　3.3　デジタル・エンジニアリングプ

ロセスの統合化
　「iSIGHT-FD」 はこれまでの自動化
システムに加え，手動や半自動システ
ムの構築にも非常に対応しやすくなっ
ている．図 3 が事前処理やレポートも

含むデジタル・エンジニアリングプロ
セスを示します．さらに，複数アプリ
ケーションを用いた連成解析を実行す
るシステムにも対応している．
　3.4　アプリケーション専用インタ

フェース
　アプリケーションの自動実行・最適
化ワークフローをより効率的に構築で
きる環境を提供するため，さまざまな
アプリケーション専用のコンポーネン
トを提供している．これらを利用する
ことで，各アプリケーション特有の専
門知識が無くてもパラメータをワーク
フローで取り扱うことが可能となり，
設計・解析業務の効率化が図れる．
（1）一般用途
　・データマッチング（同定問題に

適用）
（2）CAE アプリケーション
　・MSC.Patran
　・MSC.Adams
　・MSC.Nastran（Sol 101,103）
　・エンジン性能解析
　・乗員障害値解析

（3）CAD アプリケーション
　 ・ C A T I A  V 5 R 1 6（ 形 状 ，

SimDesiner）
　・UGS NX4
　・Pro/Engineer Wildfire

4. おわりに
　「iSIGHT-FD」 は 2006 年「1.0」 を
発表・リリースし，2007 年 10 月には
大幅な機能アップを行い「2.0」をリ
リースした．定期的なバージョンアッ
プだけでなく，上記のアプリケーショ
ン専用コンポーネントは，バージョン
アップに依存しない形で提供可能なた
め，さまざまな用途で利用されている
より多くのアプリケーションやソ
リューションに対応したコンポーネン
トを開発・提供していく（1）．
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セスの統合


